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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成29年3月9日(2017.3.9)

【公開番号】特開2015-228554(P2015-228554A)
【公開日】平成27年12月17日(2015.12.17)
【年通号数】公開・登録公報2015-079
【出願番号】特願2014-112685(P2014-112685)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｌ  25/03     (2006.01)
   Ｈ０４Ｌ  25/02     (2006.01)
   Ｈ０４Ｂ   3/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｌ   25/03     　　　Ｃ
   Ｈ０４Ｌ   25/02     　　　Ｓ
   Ｈ０４Ｂ    3/04     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成29年1月31日(2017.1.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】
　出力部２４Ａは、エンファシス制御部２３から供給された制御信号に基づいて、信号Ｓ
ＩＧＡに対してプリエンファシスを行うものである。出力部２４Ｂは、エンファシス制御
部２３から供給された制御信号に基づいて、信号ＳＩＧＢに対してプリエンファシスを行
うものである。出力部２４Ｃは、エンファシス制御部２３から供給された制御信号に基づ
いて、信号ＳＩＧＣに対してプリエンファシスを行うものである。出力部２４Ａ，２４Ｂ
，２４Ｃの構成は、出力部２２Ａ，２２Ｂ，２２Ｃと同様である。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６５】
　シンボルが“＋ｘ”から“＋ｙ”へ遷移する場合には、信号生成部１１は、図８に示し
たように、信号ＥＡ，ＥＢ，ＥＣを“０”，“１”，“１”にする。これにより、送信部
２０は、図９Ｂに示したように、信号ＳＩＧＢに対してプリエンファシスを行い、低レベ
ル電圧ＶＬから、高レベル電圧ＶＨよりも高い電圧に遷移させるとともに、信号ＳＩＧＣ
に対してプリエンファシスを行い、中レベル電圧ＶＭから、低レベル電圧ＶＬよりも低い
電圧に遷移させる。このとき、送信部２０は、信号ＳＩＧＡに対してはプリエンファシス
を行わず、高レベル電圧ＶＨから中レベル電圧ＶＭに遷移させる。すなわち、信号ＳＩＧ
Ａは電圧状態ＳＨから電圧状態ＳＭに遷移するが、送信部２０は、この信号ＳＩＧＡに対
してはプリエンファシスを行わない。これにより、図１０Ｂに示したように、差分ＡＢは
、プリエンファシスを行わない場合に比べて、正から負へより早く遷移し、差分ＢＣは、
プリエンファシスを行わない場合に比べて、負から正へより早く遷移する。また、差分Ｃ
Ａは負の状態を維持する。
【手続補正３】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６６】
　シンボルが“＋ｘ”から“－ｙ”へ遷移する場合には、信号生成部１１は、図８に示し
たように、信号ＥＡ，ＥＢ，ＥＣを“０”，“１”，“１”にする。これにより、送信部
２０は、図９Ｃに示したように、信号ＳＩＧＢに対してプリエンファシスを行い、低レベ
ル電圧ＶＬから、低レベル電圧ＶＬよりも低い電圧に遷移させるとともに、信号ＳＩＧＣ
に対してプリエンファシスを行い、中レベル電圧ＶＭから、高レベル電圧ＶＨよりも高い
電圧に遷移させる。すなわち、信号ＳＩＧＢは電圧状態ＳＬを維持するが、送信部２０は
、この信号ＳＩＧＢに対してプリエンファシスを行う。このとき、送信部２０は、信号Ｓ
ＩＧＡに対しては、プリエンファシスを行わず、高レベル電圧ＶＨから中レベル電圧ＶＭ
に遷移させる。すなわち、信号ＳＩＧＡは電圧状態ＳＨから電圧状態ＳＭに遷移するが、
送信部２０は、この信号ＳＩＧＡに対してはプリエンファシスを行わない。これにより、
図１０Ｃに示したように、差分ＣＡは、プリエンファシスを行わない場合に比べて、負圧
から正圧へより早く遷移する。また、差分ＡＢは正の状態を維持し、差分ＢＣは負の状態
を維持する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７１】
　シンボルが“－ｘ”から“＋ｙ”へ遷移する場合には、信号生成部１１は、図８に示し
たように、信号ＥＡ，ＥＢ，ＥＣを“０”，“１”，“１”にする。これにより、送信部
２０は、図１１Ｂに示したように、信号ＳＩＧＢに対してプリエンファシスを行い、高レ
ベル電圧ＶＨから、高レベル電圧ＶＨよりも高い電圧に遷移させるとともに、信号ＳＩＧ
Ｃに対してプリエンファシスを行い、中レベル電圧ＶＭから、低レベル電圧ＶＬよりも低
い電圧に遷移させる。すなわち、信号ＳＩＧＢは電圧状態ＳＨを維持するが、送信部２０
は、この信号ＳＩＧＢに対してプリエンファシスを行う。このとき、送信部２０は、信号
ＳＩＧＡに対してはプリエンファシスを行わず、低レベル電圧ＶＬから中レベル電圧ＶＭ
に遷移させる。すなわち、信号ＳＩＧＡは電圧状態ＳＬから電圧状態ＳＭに遷移するが、
送信部２０は、この信号ＳＩＧＡに対してはプリエンファシスを行わない。これにより、
図１２Ｂに示したように、差分ＣＡは、プリエンファシスを行わない場合に比べて、正か
ら負へより早く遷移する。また、差分ＢＣは正の状態を維持し、差分ＡＢは負の状態を維
持する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７５】
　このように、送信装置１０は、信号ＳＩＧＡ～ＳＩＧＣのうち、電圧状態ＳＬ，ＳＭか
ら電圧状態ＳＨに遷移する信号に対してプリエンファシスを行うとともに、電圧状態ＳＨ
，ＳＭから電圧状態ＳＬに遷移した信号に対してプリエンファシスを行う。また、送信装
置１０は、信号ＳＩＧＡ～ＳＩＧＣのうち、電圧状態ＳＬ，ＳＨを維持する信号に対して
もプリエンファシスを行う。一方、送信装置１０は、信号ＳＩＧＡ～ＳＩＧＣのうち、電
圧状態ＳＬ，ＳＨから電圧状態ＳＭに遷移する信号に対してはプリエンファシスを行わず
、また、電圧状態ＳＭを維持する信号に対してもプリエンファシスを行わない。
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【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０３】
　論理回路１２０は、論理積回路１２１～１２５を有している。論理積回路１２１の第１
の入力端子には比較部１０１の出力信号が供給され、第２の入力端子には比較部１１２の
出力信号が供給され、第３の入力端子には、ＬＵＴ１９Ｂに含まれる、シンボルＣＳ＝“
＋ｘ”およびシンボルＮＳ＝“－ｘ”に対応する信号ＥＥの値（この例では“０”）が供
給される。すなわち、比較部１０１は、現在のシンボルＣＳがシンボル“＋ｘ”である場
合に“１”を出力するものであり、比較部１１２は、次のシンボルＮＳがシンボル“－ｘ
”である場合に“１”を出力するものであるため、第３の入力端子には、シンボルＣＳ＝
“＋ｘ”およびシンボルＮＳ＝“－ｘ”に対応する信号ＥＥの値が供給される。同様に、
論理積回路１２２の第１の入力端子には比較部１０１の出力信号が供給され、第２の入力
端子には比較部１１３の出力信号が供給され、第３の入力端子には、ＬＵＴ１９Ｂに含ま
れる、シンボルＣＳ＝“＋ｘ”およびシンボルＮＳ＝“＋ｙ”に対応する信号ＥＥの値（
この例では“１”）が供給される。論理積回路１２３の第１の入力端子には比較部１０１
の出力信号が供給され、第２の入力端子には比較部１１４の出力信号が供給され、第３の
入力端子には、ＬＵＴ１９Ｂに含まれる、シンボルＣＳ＝“＋ｘ”およびシンボルＮＳ＝
“－ｙ”に対応する信号ＥＥの値（この例では“０”）が供給される。論理積回路１２４
の第１の入力端子には比較部１０１の出力信号が供給され、第２の入力端子には比較部１
１５の出力信号が供給され、第３の入力端子には、ＬＵＴ１９Ｂに含まれる、シンボルＣ
Ｓ＝“＋ｘ”およびシンボルＮＳ＝“＋ｚ”に対応する信号ＥＥの値（この例では“１”
）が供給される。論理積回路１２５の第１の入力端子には比較部１０１の出力信号が供給
され、第２の入力端子には比較部１１６の出力信号が供給され、第３の入力端子には、Ｌ
ＵＴ１９Ｂに含まれる、シンボルＣＳ＝“＋ｘ”およびシンボルＮＳ＝“－ｚ”に対応す
る信号ＥＥの値（この例では“０”）が供給される。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３６】
　レジスタ６４は、ＬＵＴ５９を記憶するものである。このＬＵＴ５９は、例えば、受信
装置６０の電源投入時に、図示しないアプリケーションプロセッサから、このレジスタ６
４に書き込まれるようになっている。
【手続補正８】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図４
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図４】

【手続補正９】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図９Ａ
【補正方法】変更
【補正の内容】

【図９Ａ】
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